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特定空家（倒壊の恐れがある空家）となるおそれのある建築物の除却に対して補助金を交付します。
《対象となる建物》
1. 昭和５６年５月３１日以前建築の建物であること。
2. 住宅の不良度の判定調査（床、基礎、柱、外壁、屋根等の腐朽、破損等の程度を点数化）による。
※１及び２の両方を満たす空家が補助対象となります。

《補助金額》　除却費用の2分の１（上限20万円）
《事業期間》　平成29年2月1日～平成33年3月31日
《補助対象となる条件》
・町内にある、個人所有の住宅、併用住宅。（倉庫、物置、塀等の解体は除く）
・除却費用が20万円以上であること。
・アパートの用途で建築したものでないこと。
・空家に抵当権が設置されていないこと。
・空家期間が1年以上継続している、または町長が除却を必要と認めるもの。
・空家の全体を解体し、撤去し、更地にし、不陸整正する工事であること。
・町内業者が行う除却工事であること。
・申請者（所有者）に町税等の滞納がないこと。
・年度末までに完了報告ができるもの。
・本補助事業の利用は、1人1回とする。
　　　　　　　　　　問合せ先　保健環境課　環境係（保健センター）　☎８２－５４９０

老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します老朽空家の除却費（取り壊し費）を補助します

　平成23年10月1日から、家畜（愛玩用を含む）の飼育者は、毎年1回、県知事に飼育頭羽数等を報告していただくこ
とになりました。これは、同年4月に改正された家畜伝染病予防法に基づき始まった制度で、家畜の飼育者は重大な家
畜伝染病を疑う症状を発見した時の通報と、家畜を病気から守るための消毒等の取り組みも義務付けられています。
　対象となる動物は、牛、鹿、馬、羊、山羊、豚、いのしし、鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥です。
一頭（羽）でも飼育されている方は報告が必要です。
　家畜保健衛生所にまだ報告していない方は報告をお願いします。
報告内容　住所、氏名、平成29年2月1日現在の飼育している動物の種類と頭羽数
問合せ先　群馬県西部家畜保健衛生所　☎０２７－３６２－２２６１

鶏等の愛玩動物を飼育されている方へお知らせ鶏等の愛玩動物を飼育されている方へお知らせ鶏等の愛玩動物を飼育されている方へお知らせ鶏等の愛玩動物を飼育されている方へお知らせ

　あなたの家族や近くにいる人が、突然意識を失い倒れたらどうしますか？
　救急車が到着するまでの間に、人工呼吸等の適切な応急手当を行えば、尊い命を助けることが可能です。また、救
命に大きな効果がある自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の取扱い及び心肺蘇生法等の応急手当を習得していただくため
に、救命講習会を次のとおり開催いたします。
日　　時　３月１1日（土）午前９時から午後６時まで
場　　所　富岡市生涯学習センター　３階　和室
講習時間　上級救命講習　午前９時から午後６時まで（８時間）　
　　　　　普通救命講習　午前９時から正午まで（３時間）
講習内容　心肺蘇生法・止血法・ＡＥＤ取扱い
募集人員　約３０名（上級救命講習約１０名）（普通救命講習約２０名）
受 講 料   無料
申込期間　２月１日（水）から２月１３日（月）締切り
終 了 証   講習終了後即日交付
申込み・問合せ先　下仁田消防署　☎８２－２２２９　西牧分遣所　☎８４－２２３９

救命講習会開催救命講習会開催

協力隊活動報告協力隊活動報告

　２月に入りました。下仁田町における観光は「なんとなく」オフシーズン。そのような時季でも現在は個人による多様
な形での観光や旅行があります。そういった形で下仁田町にお越しになられた方々にまた足を運んでいただけるよう
心地よい環境をしっかり継続して提供していく事、そんな２月になりそうです。
また大井田隊員による企画「矢川 第四回交友会」が１２月２２日に開催されました。今回は私も参加させていただきま
した。和やかな雰囲気に包まれた素晴らしい時間を過ごさせていただきました。

　昨年の12月、矢川区の高齢者の方の交流会『矢川交友会』も4回目
の開催となりました。
　クリスマス会を兼ねた今回は協力隊の渡辺隊員、沼田隊員の協力も
いただきました。
　毎回皆さんが楽しみにされている柳沢桂子さんによる読み聞かせ
や、日本舞踊の先生をお招きして美しい踊りを見せていただいたあと、
全員で『ズンドコ節』を身体が暑くなるくらい踊りました。渡辺隊員がサ
ンタさんになり登場し、クリスマスケーキとシャンメリーで乾杯！そして沼田隊員から焼きたて餃子のおもてなし！矢川
区ではなかなか食べることのできない『一番』さんのアツアツの餃子を皆さん嬉しそうに召し上がっていました。今回
の様子は上毛新聞にも掲載していただき、皆さんの嬉しい思い出となりました。回を増すごとに皆さんの笑顔が増え
ていることにとても喜びを感じています。ただ今、市野萱区での交流会も計画中です。市野萱区の皆さんはカラオケ
がお好きな方が多く、市野萱区の特徴を活かした交流会を目指します！！また、南野牧区の一人暮らしの方の訪問もス
タートする予定です。今後も高齢者の皆さんが元気に楽しく毎日を過ごされるよう努力してまいります。

　慌しく一月が経ち、寒い時期になりました。
　新春のイベントや協力隊全体会、ねぎの収穫イベントなどに参加し、忙しく動いて参りま
した。それでも冬季はイベントが少ないのですが、他の時間を任期後に向けた試みの一つ
として3月より格闘技の動きを取り入れたフィットネス講座を開講致します。場所は下仁田
町公民館の学習室で、時間は毎週木曜日19時より20時30分までです。誰にでも無理な
く出来る運動を主軸にしたいと思います。ダイエット・体力作りにいかがでしょうか？
　また2月23日19時～20時30分よりプレオープン記念として無料で体験できるイベン
トを開催します！
＊要予約先着20名　予約は役場観光課　小池まで　☎６４－８８０５

　群馬県立自然史博物館で1月14日から開催されている特別展「ぐんまの自然のいま」に下仁田ジオパークも出展
しています。今回わたしは展示ポスターの企画・作成を担当しました。展示では下仁田ジオパークでこれまでに行って
きた体験活動の紹介をしています。展示を見た人がジオパークの面白さを知り、下仁田に興味を持つきっかけになれ
ばと思っています。ほかにも特別展では、群馬県内で活動する自然保護や保全を行う団体の活動を、標本などを使い
ながら紹介しています。特別展は2月19日（日）まで行われています。ぜひ足をお運びください！

渡辺隊員報告

小池隊員報告

片山隊員報告

大井田隊員報告

フェイスブックQR
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ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより
第19号 2017.2.1

　一月も過ぎ、ウメの季節がやって来た。ウメと言えば菅原道真公のことを思い出し日本原産の植物
と思うが、実は、中国の四川省・湖北省を原産とする植物である。文献では７５１年の「懐風藻」に初め
て現れるが、最初の渡来は７００年頃と推定されている。手元にある農業全書（１６９７年）を開いて見
ると豊後梅と信濃梅が記述されていた。その他、砂糖漬け、梅酒、糠漬けさまざまな料理多しや、大
き木を移しうゆるには、枝を大きめにきり去って、溝の泥を多く入れうゆれば枯れる事なし等の記述
もある。
　また、気象歳時記で大正１３年の尋常小学読本５巻にウメの詩が載っていることを知り、その教科
書さがしを数年かけてやっと、前橋市の教育資料館で見つけることが出来た。以下の詩で分かるよ
うにウメは大切な食品であることが分かる。この教科書で勉強した人達に聞いて見たところ、記憶に
ないとのことでその詩をここに紹介して見ることとした。

第十　うめぼし

二月三月花ざかり　うぐいす鳴いた春の日の

たのしい時もゆめのうち。

五月六月実がなれば　枝からふるいおとされ

きんじょの町へ持ちだされ　何升何合はかりうり。

もとよりすっぱいこのからだ　しおにつかってからくなり

しそにそまって赤くなり。

七月八月あついころ　三日三ばんの土用ぼし

思へばつらいことばかり　それも世のため人のため。

しわはよってもわかい気で　小さい君のなかま入

うんどう会にもついて行く

ましていくさのその時は　なくてはならぬこのわたし。

　こんな詩も、ジオサイトのガイドの時に使って見てはどうかと思っている。
　ウメには多くの品種があって、この付近で一般的なものは「加賀」と言う品種である。歴史館の脇
には水戸市から寄贈を受けた「烈公梅」が、野村丑之助墓地には、水戸市長親子から寄贈を受けた
「紅白の梅」がある。

里　見　哲　夫

　砂鉄から鉄をつくる“たたら製鐵”は今年で２回目となりました。
８時にスタッフが集まり安全祈願が行われました。点火は火打石で古来の儀式に則り炉に着火され
ました。
　天候に恵まれ、昨年の経験の積み重ねにより総勢７０余名、皆手際よく積極的に働きました。また
今年は二人の指導者に恵まれ、長となる福島村下（むらげ）とその師匠東工大名誉教授の永田先生
も指導に当たられました。１１時より永田先生から「世界で最もユニークなたたら製鐵」と題して、たた
らの神髄に触れたお話を聞きました。現場ではマイクの解説もありました。お昼には、鉄山研究会か
らの手作りすいとんでお腹を満たしました。
　操業結果、今年は驚き!!なんと１５．５ｋｇの砂鉄から５．５ｋｇの鉧（けら）が出来ました。その割合は３
５．5％！ちなみに前年度は２５％（２０ｋｇの砂鉄から５ｋｇの鉧）でした。次回の向上結果を楽しみに
して大変お疲れ様でした。
〔注〕　村下・・・たたら作業の技術責任者　鉧（けら）・・・砂鉄からつくられた粗鋼

１２月３日(土)下仁田たたら実演会を開催！！１２月３日(土)下仁田たたら実演会を開催！！

　早春の光の中、ウォーキングをしながらジオサイトを巡ってみませんか？それぞれのサイ
トごとに簡単な解説をします。
　健康づくりにもなる、一石二鳥の企画です。奮ってご参加ください。小学生以下の方は保
護者同伴でお願いします。
日　時　２月１８日（土）午前９時　諏訪神社集合
コース　諏訪神社→下仁田層（化石観察）→川井の大断層（中央構造線）→青岩公園→
　　　　はねこし峡→下仁田駅　　解散１１時３０分頃
その他　参加申し込みは必要ありません。時間までに集合してください。
　　　　飲み水をお持ちください。
　雨天や積雪の場合は中止します。判断に迷う時には、自然史館（７０－３０７０）に問い
合わせてください。

ウォーキングdeジオ　参加募集！！ウォーキングdeジオ　参加募集！！

　日本ジオパークネットワーク（ＪＧＮ）では、ジオパーク活動を全
国に普及するため、各ジオパークではどんな取り組みを行ってい
るか、どんな魅力があるかを紹介した雑誌「Ｇｅｏｐａｒｋ　Ｍａｇａ
ｚｉｎｅ」を毎年発行しています。
　２０１７年４月発行予定のVol.４に日本ジオパーク下仁田応援団
の堀口和利さん（青倉）が紹介されます。
　堀口さんは主に、荒船風穴ガイドを行っておりますので、４月に
なったら堀口さんに会いに風穴へお出かけください。

応援団員が全国デビューします応援団員が全国デビューします

ウメ（梅）ウメ（梅）
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

おしらせ

ねぎとこんにゃくジオパーク

　群馬県内で長年にわたって地域に根ざして活動している自然保護、保全に携わる団体などの活動成果を、標
本などを活用しながら紹介した企画展示に下仁田ジオパークからも活動紹介のポスターを出展しています。
【タイトル】ぐんまの自然のいま【場所】群馬県立自然史博物館（富岡市上黒岩1674-1）
【会期】平成29年1月14日（土）～2月19日（日）

群馬県立自然史博物館特別展「ぐんまの自然のいま」に出展しています

　寒くなると温泉に行きたくなりますね。今回は温泉のジオについて少し解説します。
　地下から暖かい水が湧き出ているものを温泉と言いますが、温泉には火山の熱が水を温める「火山性」のも
のと、火山の無い地域から湧く「非火山性」のものがあります。下仁田にある「荒船の湯」は「非火山性」の
温泉です。この「非火山性」の温泉はどのような仕組みで温泉になるのでしょうか。一般的に、地下の温度は
100m深くなるごとに3℃（平均値）高くなることが知られています。つまり、深く掘れば掘るほど地下の温
度は上がっていき、地下水が温められます。荒船の湯では地下約1000ｍから温泉をくみ上げているので、地
上の水温よりも30度程度高い温泉が出ているということになります。荒船の湯で温泉に入りながら、地球の活
動を感じてみてください。

荒船の湯

　12月3日（土）昨年に引き続き、ＮＰＯものづくり教育たたらの福島宣
行先生に指導をいただきながら、下仁田町自然史館でたたら製鉄を行いま
した。
　尚、今年は東京工業大名誉教授永田和宏先生にもご参加いただき、鉄作
りと平行して、本場出雲でのたたら製鉄の様子やたたらから作る刀剣の美
しさなどについて講演いただきました。
　当日は天候にも恵まれ鉄山研究会、日本ジオパーク下仁田応援団を始め
とする多くの参加者が、鉄作りを体験したり、永田先生の話を聞きまし
た。今年は昨年の反省を踏まえ工夫を凝らした結果、より少ない砂鉄から
鉄を作ることができました。
（昨年：砂鉄15.5kg⇒鉄5.5kg（約25％）今年：砂鉄15.5kg⇒鉄
5.5kg（約35.5％））

たたら製鉄を行いました

下仁田自然学校の今年度の調査結果で、下仁田やその周辺で新たに貴重な宝があることがわかりました。当日は
自然学校の先生にわかりやすくお話していただきます。ご近所お誘いあわせのうえ、ふるってご参加下さい。
日　時　3月11日（土）13：30～15：30　会　場　下仁田町公民館
演　題　「兜岩の昆虫化石について」　　　　　兜岩層件研究グループ　　田中　敏明氏
　　　　「めずらしい下鎌田遺跡の白い耳飾」　金剛萱遺跡研究会　　　　中村　由克氏

下仁田自然学校普及講演会開催
行事案内

行事報告

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※２月の休館日は6・20日です。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

多大なご寄附ありがとうございます
　１２月２０日（火）前町長の金井康行様（小坂）
より、ねぎとこんにゃく下仁田奨学金のためにと
１００万円のご寄付を賜りました。
大変ありがとうございました。

下仁田中学校ＪＲＣ委員会募金受渡し
　１月１９日（木）、社会福祉協議会へ中学校の生徒等から
集めた募金を、生徒代表としてＪＲＣ委員会委員長の吉田
龍平さんと副委員長の黒澤菜々美さんが受渡しました。
　この募金活動は「赤い羽根共同募金」として、ＪＲＣ委員
１０名が中心となり各教室に募金箱を設置し生徒に呼びか
け集めたものです。
　いただいた募金は、地域福祉事業費として大切に活用
されます。ありがとうございました。

門松の寄贈ありがとうございます
　年末年始の風物詩である門松が役場正面玄関に飾られました。この門松は有賀芳太郎さん（青倉）が手
作りしたもので、近年は材料調達もむずかしい中、有賀さんのご厚意により本格的な門松が、役場玄関に飾
りつけられました。ありがとうございました。


